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一

哩
月
７
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ア
ビ
ス
タ
」
の
利
用
者
が
釦
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
図
書
館
と

公
民
館
を
併
設
し
た
複
合
施
設
。
建

物
の
設
計
や
施
設
の
運
営
に
市
民
の

皆
ざ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
、
４
月
１

日
に
手
賀
沼
公
園
の
隣
り
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

市
民
図
書
館
で
は
、
平
日
の
夜
間

開
館
、
ま
ち
づ
く
り
郷
土
コ
ー
ナ
ー

や
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
新
設
、

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
、
子
ど
も
向
け

の
お
話
会
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
市
内

の
大
学
と
の
相
互
利
用
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

I 表
学
壱
ン
タ
ー
「
ア
ビ
ス
タ
Ｌ

利
用
者
駒
万
人
達
成

今
年
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
ス
タ
」
の
開
館
や
、
手

賀
沼
水
質
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
の
返
上
、
病
児
保
育
所
「
こ
ど
も
デ

イ
ル
ー
ム
み
ら
い
」
と
子
ど
も
の
遊
び
場
「
す
く
す
く
広
場
」
の

開
設
な
ど
、
大
変
話
題
の
多
い
年
で
し
た
。
今
号
で
は
、
一
年
を

振
り
返
っ
て
、
市
の
「
扣
大
ニ
ュ
ー
ス
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

｜
h

公
民
館
で
は
、
約
８
０
０

団
体
が
利
用
登
録
し
、
文
化
、

き
室
ざ
ま

ま
ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な
分

野
の
活
動
や
、
市
民
同
士
の

交
流
、
情
報
交
換
の
場
と
し

て
利
用
き
れ
て
い
ま
す
。
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裁
わ
れ

市長から記念品を渡される、50万人目の利用者の
樋口さん親子(台田）

丁司

L』

毒
季
一
』孫ボランティア・市民活動

サポートセンターを開設 手賀沼水質全国ワースト1を脱出
「
Ｉ
Ｊ

ｒ
Ｌ

１
１

手
賀
沼
が
”
年
間
続
い
た
水
質
全

国
ワ
ー
ス
ト
ー
を
返
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
多
く
の
人
々
の
永
年
に
わ
た

る
努
力
の
砿
み
重
ね
の
結
果
で
す
。

さ
ら
に
水
質
浄
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
手
賀
沼
を
取
り
巻
く
自
然

全
体
を
再
生
し
、
豊
か
な
生
物
の
生

息
空
間
と
し
て
、
手
賀
沼
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

４
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
（
通
称
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
）
と
な
り
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

随
時
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
や
個
人
が
利
用
で
き
る
活
動
ス

ペ
ー
ス
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
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0 拳
鵬
騨
編
撮
雲
灘

錯
ホ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技

ｗ
ノ
最
終
日
の
ｎ
月
３
日
、
市
内

一
在
住
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
林

睾
小
野
蠣
氏
に
莪
孫
子
市
民
文

固
化
ス
ポ
‐
シ
栄
薑
窪

剛
与
臓
蠕
鮮
の
日
本
ゴ

圭
叩
ル
フ
界
の
旗
手
と
し
て
活
躍

脂
Ｌ
す
る
と
と
も
に
、
青
木
功
プ

廊
坐
ロ
な
ど
多
く
の
ス
タ
ー
プ
レ

蛙
帆
叩
－
ヤ
ー
を
育
て
ま
し
た
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
２
月
お
日
に
、
病

児
保
育
所
言
ど
も
デ
イ
ル
ー
ム
み

ら
と
を
平
和
台
病
院
に
委
託
し
て

開
設
し
ま
し
た
。
病
気
回
復
期
に
あ

り
ま
だ
安
静
が
必
要
で
、
一
般
の
保

育
園
で
の
集
団
保
育
が
困
難
な
時
期

の
お
子
ざ
ん
を
、
一
時
的
に
保
育
し

て
い
ま
す
。

病児保育がスタート
〈

一
一

ユ 岡
発
戸
・
郡
部
の
谷
津
は
、
斜
面

林
、
水
田
、
湧
き
水
、
湿
地
が
残
り
、

多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

こ
の
谷
津
を
保
全
・
再
生
し
昭
和

知
年
代
の
農
村
環
境
を
復
活
き
せ
、

市
民
交
流
の
場
と
も
し
て
い
く
谷
津

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
が
、
今
年
度
か

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
遊
び
場
・
親
子
の
交
流

の
場
「
す
く
す
く
広
場
」
を
９
月
３

日
市
民
会
館
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

同
広
場
は
、
市
内
の
主
に
就
学
前

の
お
子
ざ
ん
を
対
象
に
し
た
施
設
。

親
子
が
自
由
に
集
ま
っ
て
、
子
ど
も

同
士
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
交
流
で

き
ま
す
。
２
人
の
相
談
員
が
、
子
育

て
に
つ
い
て
の
相
談
や
情
報
提
供
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

鵠ﾐｭー’ｱﾑづくﾘｶ”-卜すぐすぐ広場を開設

I
ス

Ｉ
Ｉ
Ｊ

ね
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
新
議
長
に
松
島
洋
氏
〈
配
歳
）
、

副
議
長
に
青
木
宏
榮
氏
（
函
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

／

ｎ
月
西
・
ロ
日
、
ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
２
が
、

市
と
山
階
鳥
類
研
究
所
な
ど
鳥
に
関

す
る
団
体
や
企
業
で
組
織
す
る
実
行

委
員
会
を
中
心
に
、
市
内
３
カ
所
の

会
場
で
開
催
き
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
や
烏
の
ア

ー
ト
の
展
示
、
行
政
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体

に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
、
講
座
、
バ
ー

ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
講
演
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
２
日
間
で
約
４
万
３
０
０

０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ジヤパンバードフエステイバル2002

議
長
に
松
島

製
葦
に
青
木

ｑ
松
島
洋
氏

』'二堕二墜グジﾕﾆｱ部門
で教育長賞を受賞した中村樹生
さん（我孫子中）の作品

入札等監視委員会を設置天王台駅南口にエレベーターとｴスカレーター
わ
た
る洋

氏

ひ
ろ
し
げ

宏
榮
氏

ぐ
青
木
宏
榮
氏

ま
す
。

我
孫
子
市
が
発
注
す
る
公

共
工
事
な
ど
の
入
札
や
契
約

の
適
正
化
を
一
層
進
め
て
い

く
た
め
、
６
月
１
日
に
「
我

孫
子
市
入
札
等
監
視
委
員

会
」
を
設
画
し
ま
し
た
。

委
員
長
は
、
弁
護
士
の
田

す
す
む

中
晋
氏
、
委
員
は
（
財
）
経
済

じ
ん
ろ
う

調
査
会
理
事
長
の
山
口
甚
郎

氏
、
行
政
書
士
の
河
崎
識
部

氏
の
３
人
で
瀧
成
き
れ
て
い

哩
月
Ｂ
日
、
天
王
台
駅
南

口
階
段
に
車
イ
ス
対
応
型
の

皿
人
乗
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。

ま
た
、
視
覚
に
障
害
の
あ

る
方
が
安
全
に
駅
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
点
字
誘
導
ブ
ロ

ッ
ク
も
設
置
き
れ
ま
し
た
。

来
年
は
我
孫
子
駅
北
口
に

設
置
す
る
予
定
で
、
現
在
、

設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＝▲

－

』
ひとり力輝く。社会力輝く。男女共同参画都市

国の定める手賀沼
水質環境墓

の
準
一

千葉県湖沼水質保全計画
による年平均目標COD値
平成13年11月､月平均COD値

採水場所：手賀沼公園沖

平成14年11月､月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖

5mg/@肝

12mg/0

5.8mg/I

6.9mg/、
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哩
月
聖
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
の

間
に
、
蛇
口
や
ト
イ
レ
等
で
漏
水
が

発
生
し
た
場
合
は
、
施
工
し
た
指
定

年末年始の業務案内
年末年始の業務をご案内します｡市役所の窓口は、12月

中旬を過ぎると大変混み合います｡必要書類の申請や各種

届け出等は、早めに済まされるようお願いします。

休
日
診
瘻
所
。
一
茨
救
急
病
院

◎
休
日
診
療
所

診
療
期
間
廻
月
四
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で

診
療
科
目
。
時
間
○
内
科
。
小

児
科
・
・
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
犯
分
、

午
後
１
時
か
ら
４
時
弛
分

○
歯
科
．
・
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
犯

分場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

（
左
図
参
題

漏
水
の
連
絡
先

▼休日診療所案内図

←胤辮国道356号 縦→
I

＃

〆 、

施設の休業期間
※婚姻。出生・死亡届等は、年末年始も

市役所本庁守衛室で受け付けます。

施設休業期間

市役所本庁12月28日(士)～1月5日（日）

※自動発行機については､市民課へお問い合わせく

ださい｡

支所･行政連絡所12月28日(土)～1月5日（日）

水道局12月28日(土)～1月5日（日）

教育委員会12月28日(土)～1月5日旧）

保健ｾンター12月28日(土)～1月5日（日）

クリーンセンター12月3旧(災)～1月5日（日）

つつじ荘12月29B(B)～1月3日（金）

西部福祉ｾンター12月29日(日)～1月3日（金）

すぐすぐ広場12月28日(土)～1月6日（月）

子どもデｲﾙー ﾑみらい12月298(日)～1月3日（金）

アピスタ12月29日(日)～1月4日(土）

市民図書館分館12月29日(日)～1月4日(土）

我孫子地区公民館12月29日(日)～1月4日(±）

湖北地区公民館12月29日(日)～1月4日(土）

烏の博物館12月28日(土)～1月4日(土）

市民体育館12月28日(土)～1月4日(士）

※12月24日(災)は臨時休館。

市民会館12月28日(士)～1月4日(土）

市民ブラザ12月28日(士)～1月4日(土）

近隣･市民センター12月29日(日)～1月4日(土）

市民活動ｾンター12月28日(土)～1月4日(土）

消費生活ｾンター12月28日(土)～1月5日（日）

ふれあい工房12月29日旧)～1月4日(土）

ウイングﾎー ﾙ柏斎場12月31日(災)～1月3日（金）

※12月30日(月)、1月4日(土)は平常業務を行います

が､通夜の使用は不可。

※1月5日(日)は休業ですが､通夜の使用は可。

▼表1年末｡年始の二次救急病院(休日・夜間当番病院） 持
参
健
康
保
険
証
と
診
療
費

※
健
康
診
断
や
予
防
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

画
休
日
診
療
所
垂
７
１
８
７
１
７

０
２
０
（
診
療
時
間
内
に
限
る
）

◎
二
次
救
急
病
院
（
休
日
・
夜
間

当
番
病
院
）
表
１
参
照

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
き
い
。

な
お
、
施
工
事
業
者
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
我
孫
子
市
水
道
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
壷
７
１
８
２
１
５
９
９
５
へ

’

ｌ
Ｌ

所在地｡電話病院名 診療科目日

’
１
’

アビコ外科
整形外科病院

内科、外科、
整形外科

我孫子264
TEL7184-732129日(日）

内科
眼科
は午
30ま

、外科、
（眼科

後4時
で）

我孫子つくし野

病院

つくし野131-1
TEL7184-221130日(月）

内科、外科
（内科は午

後5時まで）

布佐834-28
TEL7189-1111

平和台病院31日(火） 診
療
時
間
午
前
９
時
か
ら
翌
朝

午
前
９
時
ま
で

※
診
療
科
目
に
よ
っ
て
は
、
診
療

時
間
が
異
な
り
ま
す
。

持
参
健
康
保
険
証
と
診
療
費

固
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７

１
１
１
３
１

連
絡
し
て
く
だ
き
い
・

道
路
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
ま

で
の
間
で
漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
、

水
道
局
壷
７
１
８
４
１
０
１
１
１
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

我孫子1851-1
TEL7182-8166

我孫子東邦病院 外科系1日(祝）

内科、外科
（内科は午

後5時まで）

湖北台4-6-1
TEL7188-3111

2日(木） 我孫子聖仁会病院

」

１
１ ’

1
’ アビコ外科

整形外科病院
内科、外科、
整形外科

我孫子264
TEL7184-73213日(金）

１
１
１

場
所
市
役
所
本
庁
守
衛
室

※
年
末
・
爽
日
ま
で

※
年
始
…
９
日
か
ら

▼表2 ごみ。資源の年末収集日程飼
兎
極
ぐ
報
。
た
１
１
Ｉ

失
い
猫
の
引
き
取
り

Ｊ
１
ト
ー
１
１

ご
み
・
資
源
の
年
末
・
年
始
収

集
日
程
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

ご
み
・
資
源
を
出
す
と
き
は
収

集
日
程
に
あ
わ
せ
て
正
し
く
分
別

し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
を
直
接
持
ち
込
む
場
合

一
時
的
に
ご
み
が
多
逓
に
出
る

場
合
や
、
至
急
に
処
分
し
た
い
場

ご
み
・
資
源
の
収
集！’

年
末
は
空
日
ま
で
。
年
始
は
４
日

か
ら
連
行
し
ま
す
。

合
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直

接
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
市
で
処
理
で
き
な
い
ご

み
（
畳
、
薬
品
類
、
タ
イ
ヤ
、
消

火
器
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
な

ど
）
は
、
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

日
程
表
３
参
照

画
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
壷
７
１

８
７
１
０
０
１
５

（
毎
週
木
曜
日
午
前
中
の
み
）

’市
民

▼表3クリーンセンターへ直接ごみを持ち込む場合

’
（

ス

Ｉ
Ｉ

ノに ノ

老
人
医
療
の
現
状

○
老
人
医
療
は
、
右
歳
以
上
（
た
だ

し
昭
和
７
年
９
月
犯
日
以
前
生
ま
れ

の
方
、
一
定
の
障
害
を
持
つ
函
歳
以

上
の
方
も
対
象
）
の
方
を
対
象
に
し

た
制
度
で
、
窓
口
で
支
払
う
自
己
負

担
は
１
割
（
一
定
以
上
の
所
得
者
は

２
割
）
に
な
り
ま
す
。

○
窓
口
で
支
払
う
以
外
の
医
療
費
は
、

各
健
康
保
険
者
か
ら
の
拠
出
金
と
税

金
で
賄
わ
れ
ま
す
。
平
成
叫
年
９
月

ま
で
は
医
療
費
の
７
割
を
拠
出
金
、

３
割
を
税
金
で
賄
っ
て
い
ま
し
た
が
、

各
健
康
保
険
の
財
政
が
悪
化
し
て
い

る
た
め
、
、
月
か
ら
今
後
５
年
か
け

て
負
担
割
合
を
拠
出
金
５
割
、
税
金

５
割
に
な
る
よ
う
変
わ
り
ま
し
た
。

燃
料
。
電
気
の
使
用
に
よ
る
排
出
量
が
削
減

市
で
は
、
市
役
所
の
事
務
・
事
業
の
削
減
、
全
庁
的
に
昼
休
み
の
消
灯

で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
運
動
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
が
大
き
な

制
す
る
た
め
「
第
一
次
我
孫
子
市
地
理
由
で
す
。

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
一
方
、
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
に
お

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
ん
け
る
排
出
量
は
、
基
準
年
度
に
比
べ
、

で
い
ま
す
。
刻
・
４
％
の
増
加
と
な
っ
て
し
ま
い

こ
の
計
画
で
は
、
平
成
皿
年
度
の
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
平
成
皿
年
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
基
準
と

し
、
喝
年
度
か
ら
５
年
後
の
口
年
度

で
の
削
減
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
達
に
よ
っ
て
、
市

に
計
画
策
定
と
実
施
状
況
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

喝
年
度
で
は
、
下
表
の
よ
う
に
、

燃
料
、
電
気
の
使
用
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
錘
は
、
そ
れ
ぞ
れ
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
焼
却
灰
溶
融
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

の
廃
止
に
よ
る
大
幅
な
灯
油
使
用
鐙

平
成
脇
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
公
表

老
人
医
療
の

ミ
ニ
知
識

I

○
当
市
の
平
成
喝
年
度
の
老
人
医
療

費
（
下
表
）
は
、
１
人
あ
た
り
印
万

６
１
４
３
円
と
前
年
と
比
べ
て
約
３

４
０
０
円
増
え
、
総
額
刀
憶
７
３
１

３
万
円
と
約
７
％
増
え
ま
し
た
。

上
手
に
医
療
を
受
け
る
た
め
に

医
療
費
が
増
え
る
こ
と
は
、
保
険

料
や
税
金
な
ど
私
た
ち
自
身
の
負
担

も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
み
ん

な
で
支
え
合
っ
て
い
る
財
源
を
大
切

に
使
う
た
め
に
、
か
か
っ
た
医
療
費

に
関
心
を
持
ち
、
上
手
に
医
療
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
こ
れ
か
ら
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
す
る
時
期
。
う
が
い
や
手

洗
い
、
予
防
接
種
な
ど
で
、
種
極
的

に
風
邪
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
市
で
行
っ
健
診
を
穣
極
的
に
受
け
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
主
治
医
を
信
頼
し
、
病
状
や
治
療

温室効果ガス排出状況く二酸化炭素(CO2)換算〉

具体的な削減項目における排出状況
◎燃料使用における排出状況(CO2換算）

l

l
l

に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
点
は
、
遠
慮

せ
ず
に
尋
ね
ま
し
よ
う
。

○
日
ご
ろ
か
ら
、
健
康
手
帳
に
健
診

の
記
録
や
治
療
し
た
内
容
・
処
方
薬

な
ど
を
記
入
し
、
治
療
や
健
康
管
理

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

○
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
る
老

人
医
療
受
給
者
証
（
白
色
）
を
、
必

ず
医
療
機
関
の
窓
口
で
健
康
保
険
証

と
一
緒
に
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

圃
介
護
支
援
課
・
内
線
４
１
４

▼老人医療費の推移
今
後
も
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
５
６
８

※
報
告
響
は
、
行
政
情
報
資
料
室

（
市
役
所
本
庁
１
階
）
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◎電気使用における排出状況(CO2換算）

｜’

◎一般廃棄物焼却における排出状況(CO2換算）
－

１
１

－

－

I

区 分

家
庭
ご
み

雑介ごみ
資源

粗大ごみ
電話受付

※各地区の収集日にあわせて出してください

月｡木地区

火｡金地区

年 末

29日(日)まで

30日(月)まで

各地区収集日
カレンダー参照

27日(金)まで

靹鵬伽鮒M24Hl畑で

各地区収集日
カレンダー参照

6日(月)から

年始

6日(月)から

7日(火)から

日程

12月27日(金)まで
1月6日(月)から

12月29日(日)。30日
(月）

時間

午前8時30分～11時30分
午後1時～4時

午前8時30分～11時30分
午後1時～3時

平成11年度(基準年度)排出量

平成13年度排出量

増減（平成11年度比）
平成17年度(目標年度)での削減目標

23,082,706k（

22,160,386k（

－4．0％

-10.0％

平成11年度(基準年度)排出量

平成13年度排出量

増減（平成11年度比）

平成17年度(目標年度)での削減目標

4,877,269k〔

2,108,016k（

-56.8％

－5％

平成11年度(基準年度)排出量

平成13年度淵

増減（平成11年度比）

平成17年度(目標年度)での削減目標

F出量

6,595,4331(（

5,983,3411（（

－9．3％

－3％受給者数

鴎費総

1人当たり

帷離

11年度

10260人

65億
7785万円

64万1116円

12年度

10940人

67億
295万円

61万2702円

13年度

11642人

71億
7313万円

61万6143円

平成11年度(基準年度)排出量
平成13年度排出量

増減（平成11年度比）
平成17年度(目標年度)での削減目標

11,579,400k（
14‘052,3501〈（

21.4％

－6％
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ｎ
頭
年
叫
同
か
ら
乳
幼
児
医
療
農
即
減
鰄
痩
胴
剛
顧
蔵
〕

対
象
児
を
３
歳
未
満
か
ら
４
歳
未
満
に

乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、
小
ざ
な

お
子
ざ
ん
が
医
療
機
関
へ
通
院
・
入

院
し
た
と
き
の
医
療
費
な
ど
を
市
と

県
が
助
成
す
る
制
度
で
、
来
年
４
月

か
ら
助
成
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
は
、
対
象
と
な
る

乳
幼
児
を
３
歳
未
満
か
ら
４
歳
未
満

に
。
通
院
は
受
診
１
回
（
入
院
は
１

日
に
つ
き
）
ご
と
に
２
０
０
円
二

部
負
担
金
な
し
）
で
受
診
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

報
酬
型
度
に
は
申
請
か
’
一

必
要
に
な
り
ま
す
Ｉ
Ｉ
Ｌ

新
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
医
療

費
助
成
申
請
が
必
要
で
す
。

来
年
１
月
中
旬
、
１
月
１
日
現
在

の
対
象
児
あ
て
に
申
請
用
紙
を
市
か

ら
送
付
し
ま
す
。
保
護
者
の
方
は
、

確
定
申
告
は
、
所
得
税
（
国
税
）

を
納
付
し
た
り
、
源
泉
徴
収
き
れ
た

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は

髪
、

２
月
中
旬
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し

く
だ
さ
い
。
手
続
き
後
、
３
月
中
旬

に
「
受
給
券
」
を
郵
送
し
ま
す
。

※
１
月
以
降
の
出
生
・
転
入
児
の
方

に
は
、
随
時
申
請
害
を
発
送
し
ま
す
。

申
請
書
類
①
乳
幼
児
医
療
識
助
成

申
請
鍔
（
兼
住
民
税
確
認
承
諾
書
）

②
被
保
険
者
証
（
お
子
ざ
ん
の
加
入

し
て
い
る
も
の
）
の
コ
ピ
ー
③
保

護
者
の
畔
年
度
住
民
税
課
税
証
明
書

（
料
年
１
月
１
日
現
在
、
我
孫
子
市

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
住

民
税
課
税
証
明
書
の
提
出
は
不
窒

※
受
給
券
を
持
参
せ
ず
受
診
し
た
場

合
や
県
外
で
受
診
、
出
生
・
転
入
等

で
受
給
券
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
に
受

診
し
た
場
合
は
、
医
療
饗
等
を
支
払

っ
た
後
に
還
付
償
還
に
な
り
ま
す
。

所
得
税
の
還
付
を
受
け
た
り
す
る
た

め
、
個
人
が
前
年
（
１
月
１
日
か
ら

哩
月
諏
日
の
間
）
に
得
た
所
得
と
税

額
を
自
分
で
計
算
し
た
上
で
税
務
署

に
申
告
す
る
も
の
で
す
。

確
定
申
告
は
、
市
県
民
税
の
申
告

を
兼
ね
て
い
ま
す
が
、
市
県
民
税
の

申
告
は
、
確
定
申
告
を
兼
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
の
申
告
は
、
市
が
個
人

の
市
県
民
税
の
税
額
を
決
定
す
る
の

に
必
要
な
た
め
、
前
年
の
所
得
状
況

や
生
活
状
況
に
つ
い
て
申
告
す
る
も

の
で
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
疋
申
告
を

す
る
方
や
、
所
得
が
給
与
だ
け
の
方

で
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告

書
の
提
出
が
あ
る
方
な
ど
は
、
原
則

と
し
て
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
の
申
告
と
は

確
定
申
告
が
必
要
な
方

①
土
地
、
建
物
、
株
式
な
ど
の
譲
渡

が
あ
る
方

②
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当

所
得
、
一
時
所
得
、
公
的
年
金
等
の

雑
所
得
な
ど
が
あ
っ
て
、
所
得
税
の

計
算
を
し
て
納
税
に
な
る
方

③
給
与
所
得
者
で
、

＊
給
与
収
入
が
年
間
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

＊
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
加

万
円
を
超
え
る
方

＊
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方

＊
退
職
な
ど
に
よ
り
年
末
調
整
を
し

て
い
な
い
方

④
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
医
療

識
控
除
、
雑
損
控
除
な
ど
で
所
得
税

の
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

平
成
巧
年
１
月
１
日
現
在
我
孫
子

市
に
居
住
す
る
方
で
、
脚
年
中
の
所

一
来
年
３
月
引
日
ま
で

一
現
行
の
制
度
を
適
用

宋
年
３
月
ま
で
の
助
成
の
申
請
は
、

①
乳
幼
児
医
療
没
扶
助
金
申
請
書
、

②
乳
幼
児
医
療
識
計
算
書
、
③
被
保

険
者
証
、
④
両
親
の
所
得
税
額
を
証

明
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
か
確
定

申
告
の
控
え
）
を
用
意
し
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
請
も
で
き

ま
す
。
①
か
ら
④
ま
で
の
書
類

（
③
・
④
は
コ
ピ
ー
）
を
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
有
効
期
限
は
、
医
療

費
支
払
い
後
２
年
間
で
す
。

申
請
先
・
画
〒
２
７
０
１
１
１
３

２
湖
北
台
１
の
廻
の
妬
保
健
セ
ン
タ

ー
垂
７
１
８
７
１
１
１
３
１

■
■
■
■
■
日
日
ｑ
ｌ
０
■
■
１
ｄ
ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｈ
４
１
４
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１１ ■

0

得
内
容
や
生
活
状
況
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
、
所
得
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
畔
年
分
の
確
定
申
告
を
す

る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

①
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告

響
の
提
出
が
な
い
方

②
給
与
所
得
者
で
前
年
中
に
退
職
し
、

再
就
職
し
て
い
な
い
方

③
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当

所
得
、
一
時
所
得
、
公
的
年
金
等
の

雑
所
得
な
ど
が
あ
る
方

④
医
療
蜜
控
除
、
雑
損
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

⑤
非
課
税
所
得
（
遺
族
年
金
・
障
害

年
金
・
失
業
給
付
金
な
ど
）
だ
け
の

方⑥
市
外
に
居
住
す
る
人
の
扶
養
に
な

っ
て
い
る
方

⑦
税
法
上
、
識
の
扶
養
に
も
な
っ
て

い
な
い
方

⑧
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

15年3月31日受診分まで 15年4月1日受診分から

医療機関等の窓口に｢受給券」と
「被保険者証｣を提示し、自己負
担額を支払う(一部は無料）

医療保険の一部負担額で
①4歳未満で、入院・通院に

要した医療費
②4歳から小学校就学前の幼

児で、5日以上の継続して

入院に要した医療費

①住民税(市県民税)非課税世
帯と均等割りのみの世帯…自
己負担なし

②住民税所得割課税世帯の通
院は受診1回ごとに200円、
入院は1日ごとに200円

医療費を支払った後、必要書
類を用意して保健センター窓
口に請求

助成方法

医療保険の一部負担額で
①3歳未満で、入院・通院に

要した医療費
②3歳から小学校就学前の幼

児で、5日以上の継続して
入院に要した医療費

対象

⑨
市
外
に
居
住
し
て
い
て
も
、
市
内

に
家
屋
敷
を
有
す
る
方

正
し
い
申
告
が
な
い
と

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
県
民
税

の
申
告
が
な
い
と
、
市
県
民
税
の
適

正
な
課
税
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の

適
正
な
墓
疋
や
税
証
明
の
発
行
が
で

き
な
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
正

し
い
申
告
を
し
て
く
だ
き
い
。

確
定
申
告
と
市
県
民
税
の
申
告
の

日
程
と
会
場
は
、
後
日
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
所
得
税
の
還

付
申
告
は
、
来
年
１
月
６
日
（
月
）

か
ら
柏
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
告
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

画
確
定
申
告
：
柏
税
務
署
個
人
課

税
部
門
云
７
１
４
６
１
２
３
２
１
、

市
県
民
税
の
申
告
．
・
課
税
課
市
民
税

係
・
内
線
３
３
４

①所得税非課税世帯…自己負
担なし

②所得税課税世帯…所得税額
に応じた自己負担あり（14
階層区分）

自己負担額

所得制限轤耀罪0，001円以上の制限なし
－『

児童手当､特例給付､就学前特例給付の

申請手続きはお早めに
生活習'l貫病健診、
がん 検 診 は
お済みですか

1月6日から31日

償却資産の申告を 児童手当､特例給付､就学前特例給んのでご注意ください。

付は､義務教育就学前の児童を養育し申請手続き次のものを用意し､申請

ている方に支給されます。してください。

支給対象の方で､まだ申請していな①印鑑②受給者名義の金融機関の□

い方は早めに手続きをしてください。座番号(郵便局は除く)③受給者が国

受給資格民年金に加入している場合は年金手帳‘

*我孫子市内に住民登録(外国人登録）国民年金以外の公的年金(厚生年金等）

している方の加入者は､勤務先の事業主による年
*平成13年中の所得が所得制限限度額金加入証明書④14年1月2日以降に

未満の方市内に騒入された方は､前居住市区町
＊義務教育就学前の児菫を養育してい村発行の14年度児童手当用所得証明書
る方⑤14年度中に18歳に達するまでの児
支給金額菫が市外に居住している場合は､児童
◎第一子･･月額5000円の属する世帯全員の住民票と別居の理
O第二子"月額5000円由を記入した申立書

◎第三子以降･月額1万円舩務員の方は勤務先に申請
※支給開始月は申請手術きの翌月分か申請先｡圃子育て支援課内線347
らとなり‘さかのぼって支給されませ（市役所西別館2階）

平成14年度の生活習慣病健診(肝炎ウイルス

検査）と子宮がん､乳がん､大腸がん検診は、

12月末までです。

なお､胃がん検診は､来年1月16日号の広報

でお知らせします。

受診方法市内の委託医療機関に問い合わせの

上､受診

対象°費用＊40歳以上の方…生活習慣病健診

900円(肝炎ウイルス検査は一次検診対象者400

円､二次検診対象者600円が別途)、大腸がん検

診500円＊30歳以上の女性の方…乳がん検診

(視触診)400円(50歳以上の方は視触診かマン

モグラフィ1000円のどちらかを選択)､子宮頚部

細胞診700円(必要に応じて子宮体部細胞診が別

途700円）

圃保健ｾﾝﾀー冠7187-1131

償却資産の所有者は､平成15年1

月1日現在､市内に所有する償却資

産について申告してください。

市では、14年度に申告された方

(14年度中に新たに事業を始められ

た方を含む）を対象に､申告書を12

月17日に発送します。

申告書が送られてこない､用紙が

足りない､そのほか申告について不

明な点は､課税課家屋調査係へご連

絡ください。

申告期間15年1月6日(月)から31

日（金）

申告書提出先｡周課税課内線
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喝
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
３
２
６
億
８
１
０
３
万
円
、
歳
出

３
１
０
億
２
２
４
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
総
額
は
、
遍
億
５
８
５
７
万
円
と

な
り
、
翌
年
に
繰
り
越
さ
れ
畔
年
度

の
収
入
に
な
り
ま
す
。

歳
入
（
収
入
）

地
方
交
付
税
は
国
に
よ
る
見
直
し

で
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

歳
入
の
釦
％
以
上
を
占
め
る
市
税
収

禍
年
度
決
算

側
年
度
上
半
期

(収入）▼表113年度一般会計決算（支 出）
一
般
会
計

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税

金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
幅
年
度
決
算
と
稗
年
度
上
半
期
の
予
算

執
行
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区分｜収入額｜鰄珊｜
市税|180ig582万円-0.1%
地方譲与税|3ig3035万円4.1%
利子割交付金’6億7619万円8．5％
蛎消費撒付金’9億3161万円-4.3％
地方特例交付金’8億2891万円－2．2％
|地方交付税'27億657万円－7．5％
|棚金｡負担金’4億3950万円9．9％
|使用料･手数料’5億1174万円-29％
|国｡県支出金'27億440万円9.5％
|繰入金’1億782万円-60.0%
繰越金'22億61万円67.4％
市債'25億8600万円41.3％
その他’6億5151万円-10.1％

計'326億8103万円4｡6%合
口

平
成
魁
年
度
決
算

,1

Ｔ
１
６
ム
ー
ム
９
１
‐
１
１
‐
ｌ
‐
ｌ
ｑ
１
ｌ
１
ｌ
、
‐
、
閏
‐
１
１
１
‐
‐

市
の
財
政
状

の
財

入
は
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

が
若
干
増
加
し
、
景
気
低
迷
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
も
、
前
年
度
比
０
．

１
％
減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
全
体

で
は
、
市
侭
や
前
年
度
か
ら
の
繰
越

額
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
脾
億
３
４
９
９
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出
（
支
出
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
を
は
じ

め
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、

都
市
基
盤
整
備
、
環
境
な
ど
重
点
事

業
の
推
進
に
よ
り
、
歳
出
全
体
で
前

泥
を
公
表
し
ま
す

6．｜

二
一
旬

Ｉ
Ｆ
寺
“
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
Ｈ
６
ｒ
Ｕ
Ｐ
ト
ト
ー
Ⅱ
Ｉ
ｉ
ｋ
Ｉ
ｔ
ｌ
ト
』
ｒ
８
，
１
，
１
卜
Ｂ
ｉ
ｒ
ｈ
■
１
口
Ⅱ
や
！
Ｉ
Ｉ
Ｂ
卜
町
１
，
ｌ
Ｉ
ｌ
０
ｊ
Ｌ
Ｊ
‐
１
１
●
‐
’
１
．
５
．
１
１
１
，
‐
Ｌ

年
度
に
比
べ
四
億
７
７
０
２
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
公
債
費
（
借

金
の
返
済
）
は
、
昭
和
釦
年
代
に
借

り
入
れ
を
実
施
し
た
学
校
建
設
事
業

な
ど
の
償
還
が
順
次
完
了
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た

く
表
１
参
照
）
。

各
項
目
ご
と
の
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

総
務
費
Ｉ
Ｔ
講
習
事
業
．
：
８
９
２

２
万
円
、
天
王
台
駅
北
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
と

天
王
台
駅
南
口
、
布
佐
駅
東
南
ロ
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

設
計
な
ど
…
１
億
１
８
８
７
万
円

民
生
費
高
齢
者
在
宅
生
活
支
援
…

８
４
１
６
万
円
、
身
体
障
害
者
更
生

援
護
施
設
入
所
者
へ
の
費
用
・
・
７
７

０
９
万
円
、
公
立
保
育
園
運
営
費
．
：

２
億
７
０
１
５
万
円
、
知
的
障
害
者

援
護
施
設
入
所
者
へ
の
費
用
・
・
・
１
億

７
８
５
２
万
円

衛
生
費
ご
み
の
最
終
処
分
：
２
億

４
７
９
万
円
、
資
源
化
事
業
．
：
５
３

８
７
万
円

農
林
水
産
業
費
北
新
田
幹
線
道
路

橋
改
修
：
８
８
５
６
万
円
、
高
野
山

新
田
農
業
体
験
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
：
１
０
１
万
円

▼表313年度特別会計決算

、

し

C

商
エ
費
中
小
企
業
査
金
融
責
．
：
１

億
３
３
７
４
万
円
、
雇
用
安
定
対
策

．
・
・
２
３
６
万
円

土
木
費
手
賀
沼
公
園
・
久
寺
家
線

道
路
改
良
：
・
２
億
４
６
１
０
万
円
、

新
木
駅
・
布
佐
南
線
道
路
改
良
．
：
１

億
２
６
２
万
円
、
水
害
解
消
の
た
め

の
天
王
台
流
域
整
備
．
：
５
４
９
３
万

円
、
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
保
全
：
１

億
５
６
５
６
万
円

消
防
費
高
規
格
救
急
自
動
車
整
備

…
３
５
４
２
万
円

教
育
費
第
四
小
学
校
大
規
模
改
造

…
１
億
４
６
９
２
万
円
、
我
孫
子
中

学
校
用
地
取
得
．
：
４
億
６
４
８
３
万

円
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
．
・
加

億
１
０
５
５
万
円

▼表514年度一般会計収支状況（上半期）一人当たり
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
い
ろ
い
ろ
な
事

業
を
行
う
た
め
の
費
用
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
市
税
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

過
年
度
決
算
で
の
状
況
は
左
図
の

と
お
り
で
す
。
向
年
３
月
末
現
在

の
人
口
哩
万
９
０
３
９
人
で
計
算
）

市
民
の
負
担
状
況

区分｜予算額｜収入済額
市税'173億9593万円189億1725万円
地方譲与税3億11000万円9711万円

収利子割交付金3億円9927万円
肪瀧鮫臘9億円5億735万円

地沸倣付金8億2367万円8億2367万円

｜地方交付税20億2892万円15億4554万円
｜伽金，創旦金’4億3761万円|11g7032万円
｜使剛，手柵’5億112万円|21g5048万円，
｜国'県支出金’27億8625万円’5億1821万円｜
｜繰入金｜鴫9046万円|1000万円｜

入|繰越金’12億5895万円’12億5895万円｜
｜市債|221g1490万円Io円｜
｜その他’5億7319万円’1億4066万円｜
｜合計’300億2100万円'143億3881万円’

使われた費用

240,411円

(前年度比6．8％増）

I

納税額
139,538円

(前年度比0.1 減）％

繍
耀
融
聰
鰭
織
輔
。
騨
織
湖
鯛
灘
鮒
灘
。
水
道
事
業
会
計

基
金

基
金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
市
俵
現
在
高
は
、
喝
年
度
末
現
在
債
務
負
担
行
為
未
払
い
残
高
は
、
喝
年
度
の
給
水
人
口
は
廻
万
１
１

資
金
を
積
み
立
て
た
り
、
運
用
し
た
で
２
１
８
億
１
９
３
０
万
円
（
市
民
墾
億
７
８
２
万
円
で
す
。
８
０
人
で
、
給
水
遼
は
１
３
４
２
万

２
２
７
０
㎡
で
す
。

り
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
除
纈
靴
浦
納
品
察
特
別
会
計

（
表
２
参
題
。
収
益
”
億
２
５
４
０
万
円
に
対
し

市
債
現
在
高
と
債
務
て
い
ま
す
。
忘
年
度
の
県
内
平
均
特
製
許
は
、
特
定
の
事
業
を
行
て
饗
用
が
率
億
１
８
４
７
万
円
と
な

負
担
行
為
未
払
い
残
高
市
民
一
人
当
た
り
訓
万
７
１
３
巴
う
た
め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
り
、
利
益
は
１
億
６
９
３
万
円
に
な

市
債
は
、
施
設
整
備
や
用
地
取
得
債
務
負
担
行
為
は
、
工
期
が
数
年
理
す
る
会
計
で
す
霊
３
参
題
。
り
ま
し
た
（
表
４
参
題
。

Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
８
１
１
１
１
１
１
１
１
０
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｏ
０
１
０
１

平
成
Ｍ
年
度
上
半
期
轄
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
参
議
院
議
員
補
欠
選
水
道
事
業
会
計

皿
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
金
３
２
０
０
万
円
、
県
緊
急
地
域
雇
挙
運
営
費
に
３
９
６
９
万
円
、
寿
保
卿
年
９
月
末
現
在
の
給
水
人
口
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
３
．
２
％
減
の
２
用
創
出
特
別
基
金
事
業
補
助
金
５
４
育
園
と
湖
北
台
保
育
園
の
園
舎
改
修
哩
万
１
６
５
０
人
で
水
道
普
及
率

９
９
億
１
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
４
万
円
等
が
交
付
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
費
に
８
９
８
万
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
”
・
８
％
に
な
り
ま
し
た
。
給
水

９
月
の
定
例
議
会
で
１
億
１
１
０
０
増
額
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
に
３
０
０
万
円
、
量
は
６
８
４
万
８
３
３
２
㎡
で
、
こ

万
円
の
追
加
補
正
を
行
い
、
３
０
０
一
方
、
地
方
特
例
交
付
金
・
地
方
成
人
保
健
事
業
に
７
２
４
万
円
、
緊
の
う
ち
料
金
収
入
の
あ
っ
た
水
量
は

億
２
１
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
交
付
税
は
見
込
み
額
よ
り
１
億
２
７
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
に
６
３
４
万
８
６
９
５
㎡
で
、
そ
の
割

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
４
１
万
円
下
回
っ
た
た
め
減
額
し
ま
２
４
４
万
円
、
公
共
下
水
道
事
業
特
合
（
有
収
率
）
は
卑
・
７
％
で
す
。

で
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
見
込
し
た
。
別
会
計
操
出
金
と
し
て
５
４
１
５
万
水
道
施
設
の
建
設
に
係
わ
る
安
本
的

み
額
を
７
億
５
８
９
５
万
円
超
え
た
ま
た
、
繰
越
金
等
の
追
加
に
よ
り
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

収
支
で
、
上
半
期
の
支
出
の
主
な
も

た
め
増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
か
歳
入
が
確
保
さ
れ
た
た
め
、
基
金
か
上
半
期
の
収
支
状
況
は
表
５
．
６
の
は
、
企
業
績
の
憧
還
元
金
で
す

ら
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
執
行
委
託
ら
の
繰
入
れ
を
５
億
４
９
０
０
万
円
の
と
お
り
で
す
。

（
表
７
参
照
）
。

2有基建土現

芳禦宇や雫在衷市
円妻讓碧l盗碧の

壷蕊言善畜財
章芳舎§芋震産
14円1．13

億㎡菱4

8末

套▽表、主な基金の'3年献現在高
襄財政調整基金…,8億円
恒清掃工場建設基金…3億6300万円
あ

言減債基金………3E600万円
毒緑の基金………2億7600万円

、

県社会福祉事業基金…2億4600万円
の

市庁舎増築基金…1E1000万円

垢成田線複線化整備基金…9400万円

菫瀧灘腿金〆卿'万㈲
蓋ｽボーﾂ振興基金…"6300万円
括国際交流基金……4600万円
篝めるへん文庫基金……'200万円
雫※財政調整基金｡.､年度間の財源の
土不均衡を調整するための積立金

※減債基金…地方債償還と､信用

維持のための積立金

区分予算額

議会費鴫45 万 円

支鯉菖鱒:卿
衛生費28億6539万円

農林水産業費’4億5257万円
商工費’2億8668万円
，土木費’52億1534万円
｜消防費’15億2985万円

鴎|葦震|鱒臓
｜予備費’1億1998万円
｜合計|300E2100万円

支出済額

1億9762万円

23億3507万円

37億1196万円

10億8220万円

1億4518万円

8607万円

14億2420万円

7億1478万円

17億55万円

13億9967万円

127億9730万円

’

財政調整基金…18億円

清掃工場建設基金…3億6300万円

減債基金･…．．…3E600万円

緑の基金………2E7600万円

社会福祉事業基金…2億4600万円

市庁舎増築基金…1E1000万円

成田線複線化整備基金…9400万円

蕊漁議腿金…9200万円
スポーツ振興基金･･･…6300万円

国際交流基金……4600万円

めるへん文庫基金…..、1200万円

▼表614年度特別会計収支状況（上半期）

’

二獅詞

▼表413年度水道事業決算▼表7
？

－

区 分

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

合計

支出額

3億8546万円

52億6260万円

68億2131万円

27億6419万円

4億2079万円

2億8352万円

46億8754万円

14億4349万円

28億2127万円

■I■■■■■■■■■■■■■

310億2246万円

61億3229万円

#榊餓

0.3％

1.8％

1.3％

-3.0％

16.8％

-2‘9％

7.6％

1.7％

40.7％

-9.5％

■■■■■■

％

I

区分

老 人保健

国民健康保険事業

公共下水道事業

介

土地区画整理事業

手藍

公共用地取得事業

3浄化事業

収入額

72億9657万円

71億206万円

36億8285万円

33億2755万円

鱸7880万円

1億3366万円

7800万円

支出額

72億5224万円

67億9215万円

36億1486万円

32億1944万円

2億1324万円

1億2798万円

7789万円

区分

老人保健

国民餓雛鶉

介護保険事業

公共下水鶴業

土雌画鯉鑿

手賀沼浄化事業

予算額

77億5187万円

71億9800万円

37億2259

34億9550万円

4億5700万円

1億3400万円

収入済額

33億3179万円

30億6311万円

15億7596万円

9億2072万円

2億6589万円

4670万円

支出済額

31億3461万円

29億868万円

13億7131万円

7億9415万円

1808万円
－

1276万円

雌刷鵬鶉 7690万円
I

3869万円

区分

水道事業収益

水道事業費用

当年度純利益

資本的収入

資本的支出

決算額

27億2540万円

26億1847万円

1億693万円

1億7475万円

8億4708万円

事業軽営に
係わる収支

繼鶉収益

水道事業費用

収入

支出

29億2149万円

28億7756万円

2億100万円

18億4355万円'2億4665万円

3万円

9億9251万円

7597万円

1
予算額 執行済額
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ヘ！穆麹鮨
あびこ市民ﾐｭージｶﾙ｢北へ帰るのを忘れた白鳥」

来年S月の上演に向け準備が進む

△

シンボルマーク

(大野敦子さん作）

「
北
へ
帰
る
の
を
忘
れ
た
白
鳥
」

は
沼
、
鳥
、
自
然
環
境
、
家
族
の
つ

な
が
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
、

「
人
と
鳥
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
我
孫
子
市
に
ふ
さ
わ
し
い

内
容
で
す
。
（
あ
ら
す
じ
を
参
照
）

ま
た
今
年
、
手
賀
沼
は
”
年
間
続

い
た
「
水
質
ワ
ー
ス
ト
ワ
と
の
汚

名
を
返
上
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
を

〃
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
返
上
記
念
ミ
ュ
ー

■
一
ユ

ジ
カ
ル
〃
と
し
て
、
我
孫
子
市
民
力

環
境
を
大
切
に
す
る
意
識
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
び
ご
嗣
圃
司
司
剰
劉
コ
カ
ル

ｓ
‐
ｈ
Ｐ
い
岬
帷
悔
１
徴

①
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
制

作
に
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

ワ
Ⅱ
ス
ト
ワ
ン
返
上
を

全
』
国
に
ア
ビ
山
ル

あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
出

演
す
る
手
づ
く
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
来
年
８
月
配
・
聖
日

の
上
演
に
向
け
て
台
本
も
で
き
あ
が
り
、
曲
づ
く
り
な
ど
の
準
備

も
進
ん
で
い
ま
す
。
１
月
に
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
出
演
者
を
決

け
い
こ

定
し
、
稽
古
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力
と
蕊

出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

｢壷弓すじトー｜ 卵＝画U■■－、〆

私たちの町にある沼｡渡り鳥の仲間たちは､春になる

と北へ帰っていくのに夏のあいだもずっと沼に住んで
いる白鳥がいました｡翼に､釣り人が捨てたつり糸が絡
みつき､飛べなくなってしまったためです。でも､冬に

なって戻ってきてくれた白鳥と結婚し、やがてこの沼で

家族が増えていきました。

卵を狙うカラスたちや､子どもを襲う野良犬など､危

険な目にあいましたが認糸をはずしてくれた親切な
人間たちに出会ったり､河童や楽しい仲間がいるこの沼

が､新しいふるさとになっていきました。

白鳥のﾘー ダー は、「飛ぺるようになったのなら北へ

帰らなければ白鳥ではない」と迫りますが､白鳥夫婦が

この沼に住み続ける気持ちは変わりません。

そんな白鳥の家族を中心に､美しい歌を奏でる沼の女

神や妖精たち､河童やｳﾅギの軽快おとぼけコンビ､た

びたび雲ってくるｶﾗｽや野良犬､生物探検隊の子ども

たちや硫混たちによる人間ドラマを重ねて､親子の心の

つながり、生き物や自然を大切にしたﾃー ﾏが描かれて

います。

参
加
し
て
い
ま
す
。

原
作
は
公
募
に
よ
り
、
お
作
品
の

し
も
ふ
じ
は
る
お

中
か
ら
下
藤
明
男
ざ
ん
（
湖
北
台
）

の
応
募
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
文
化
芸
術
団
体
や

青
少
年
育
成
団
体
、
専
門
家
、
文
化

事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
公
募
の
市
民

な
ど
で
制
作
委
員
会
を
組
織
し
、
台

本
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

②
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
親
子
で
楽

し
め
る
ミ
ユ
Ｉ
ジ
カ
ル

こ
の
作
品
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

演
じ
る
キ
ャ
ス
ト
（
役
柄
）
が
数
多

く
登
場
し
ま
す
。

ま
た
、
公
演
当
日
だ
け
を
目
的
に

す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
大
人

が
休
日
を
利
用
し
て
文
化
芸
術
活
動

に
参
加
し
た
り
、
新
し
い
友
だ
ち
と

稽
古
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
づ
く
り
の
過
程
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
に
配
慮
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル

中心

大
が
か
り
な
セ
ッ
ト
を
組
ん
で
、

公
演
が
終
わ
っ
た
後
は
ゴ
ミ
の
山
…
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、

舞
台
装
置
は
で
き
る
だ
け
再
利
用
が

可
能
な
部
品
を
組
み
合
わ
せ
て
デ
ザ

イ
ン
し
ま
す
。

オ
リ
ジ
洲
川
調
蜘
に
よ
る

本
格
厘
旦
川
画
駒
仙
構
成

台
本
は
２
幕
亜
場
・
詔
曲
か
ら
成

り
、
全
曲
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
本
格
的
な

構
成
で
す
。

演
奏
は
、
我
孫
子
吹
奏
楽
団
と
我

、〆

｢北へ帰るのを忘れた白鳥｣と

故郷について考えること

！
長沢けい子さん（演出家）

私たちは、いつも心の中に故郷を求めています。でも､振

り返ったとき、いつもそこに期待どおりの故郷が待っている

わけではありません｡大切なものは、いつも気づかないうち

に通り過ぎてしまっている日常の足元にあります。

手賀沼は、かつて文人たちの愛した景観をたたえ､人々 の

生活や精神のよりどころであり、生命の源でした｡私たちは、

手賀沼を自らの手で失いかけています。白鳥の悲しいまなざ

しは、私たちに深く反省を促します。

住民の白鳥に対するやさしさは､故郷や自分自身を取り戻

したい思いに通じるのではないでしょうか｡故郷は待ってい

てくれません。自らの手でつくり、だれかとつながりあうこ

と。これこそ｢北へ帰るのを忘れた白鳥｣のﾃー ﾏです。

今､地球上には貧困や戦争などで生まれた国を離れ､異国

で生活している数多くの人々 がいます｡私たちの白鳥もその

-人でした。しかし、白鳥は沼を自分の国として選びました。

故郷とは､幸せとは何か。どうしたら皆が共に暮らせる国

をつくれるか｡皆さんと一緒に考えられればと思います。

」

孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
劇
団
朝
の
会
主
宰
）

楽
団
に
エ
レ
キ
バ
ン
ド
を
加
え
た
編
作
詞
…
宇
内
悦
子
さ
ん
（
作
詞
家
）

成
で
す
。
作
曲
・
音
楽
監
督
．
：
丹
保
剛
き
ん

な
お
、
上
演
時
間
は
２
時
間
を
予
（
作
曲
家
）

定
し
て
い
ま
す
。
編
曲
…
梅
原
め
ぐ
み
さ
ん
（
編
曲
者
）

文
芸
列
凱
ツ
フ
婦
謂
唄
内
。
振
付
：
高
橋
美
代
子
さ
ん
（
振
付
指

近
嵯
鮭
哩
冨
家
灘
紅
感
蕊
誼
蠅
鵬

す
ぱ
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
作
る
た
Ｍ
１
ジ
ヤ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
主
宰
）

め
、
文
芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
市
内
と
大
西
裕
貴
子
さ
ん
（
振
付
指
導
者
．

近
隣
に
在
住
の
、
多
く
の
専
門
家
に
Ｙ
ｏ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
主
宰
）

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
画
教
育
委
員
会
文
化
課
云
７
１
８

演
出
…
長
沢
け
い
子
さ
ん
（
演
出
家
．
５
１
１
１
５
１

．
⑤
●
●
●
●
●
●
●
●
⑨
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
Ｏ
Ｇ
●
②
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

平
成
卿
年
３
月
西
日
…
原
作
を
募
集

５
月
晦
日
…
公
募
制
作
委
員
を
募
集

６
月
加
日
…
原
作
を
決
定
。
公
募
の

制
作
委
員
７
人
を
決
定

６
月
型
日
…
制
作
委
員
会

７
月
過
日
…
制
作
委
員
会

７
月
暉
日
…
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

８
月
、
日
：
・
制
作
委
員
会

９
月
７
日
…
歌
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

９
月
砕
日
…
制
作
委
員
会

、
月
５
日
・
・
・
子
ど
も
台
本
会
議

、
月
哩
日
…
制
作
委
員
会
。
ダ
ン
ス

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

経
過
と
こ
れ
か
ら
の
予
定

、
月
…
構
成
台
本
が
完
成

ｎ
月
９
日
…
制
作
委
員
会

ｎ
月
聖
日
．
：
演
技
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プｎ
月
１
日
：
・
出
演
者
を
公
募

哩
月
８
日
…
プ
レ
ビ
ュ
ー
（
内
容
説

明
会
）
。
制
作
委
員
会

廻
月
…
実
行
委
員
会
を
結
成

平
成
指
年
１
月
牽
日
・
・
出
演
者
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン

－
月
爽
日
…
出
演
者
を
決
定

２
月
８
日
§
顔
合
わ
せ
、
稽
古
開
始

８
月
塞
日
。
聖
日
・
・
上
演

ノ、

あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
北

へ
帰
る
の
を
忘
れ
た
白
鳥
」
の
出
演

者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

出
演
者
は
、
子
ど
も
を
中
心
に
約

１
０
０
人
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台

に
立
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
要
項
（
市
役
所
、
教
育
委
員
会
、

ア
ビ
ス
タ
、
湖
北
地
区
公
民
館
、
各

支
所
．
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
用
意
）
ま

た
は
文
化
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
三
ｓ
ミ
ミ
乏
乏
・
ａ
ミ
．

弓
涛
。
・
ｇ
ご
星
逗
「
文
化
課
か
ら

の
お
知
ら
せ
二
を
ご
党
く
だ
き
い
。

日
時
平
成
巧
年
１
月
零
旦
土
）

①
午
前
、
時
か
ら
正
午
②
午
後
１

時
か
ら
３
時
③
午
後
３
時
”
分
か

ら
５
時
犯
分

場
所
市
民
会
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
、
我
孫
子
市
に
何
ら
か
の
つ
な
が

り
の
あ
る
方

応
募
定
員
各
回
先
着
“
人

募
集
キ
ャ
ス
ト
左
表
を
参
照

主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
す

画
出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
図

▼募集キャスト

マーシュ(母白鳥）沼の鳥動物$魚､虫たち(多数）
ゼフイラー(父白鳥）白鳥陽平(小学生生物探検隊）
シャスター(子白鳥）

ﾅーｼﾔ(ｼﾔｽﾀー伽禦鵡聲）
ミー(シヤスターの妹）鷹村シンジ(同上）

:訓謡胤蔀-)謹諦)(罰同上）ジェルダー(同上）
バーセル(同上）鳩中シオリ（同上）
子白鳥の友だちA～C小鴨ハル力(同上）
白鳥の仲間たち(多数）鷺山先生(生物探検隊のｵ巽者）
沼の女神 白鳥敦子(陽平の母）
沼の精たち（6人）

脳か,閥のパﾂキー：綴耀"蝋剛
ウナギの□－リー
カラスのボス 吉桐庄三(ポー ﾄ屋のおじさん）

カラスAB 散歩の人A～C

カラスたち(多数） 大人A･B

野良犬のノラ 子どもたち大人たち(多数）

審
査
項
目
歌
唱
．
：
「
手
の
ひ
ら
を

太
陽
に
」
を
１
コ
ー
ラ
ス
ダ
ン
ス

…
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
系
と
ジ
ヤ
ズ
ダ
ン

ス
系
を
組
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
を
８
小

節
程
度
演
技
・
・
加
秒
程
度
の
フ
レ

ー
ズ
の
発
声
と
審
査
員
の
質
問
へ
の

応
答
（
歌
唱
と
ダ
ン
ス
は
パ
ス
も
可
）

審
査
員
液
出
家
、
音
楽
監
督
、
振

付
指
導
者
、
歌
唱
指
導
者
ほ
か

発
表
１
月
幻
日
（
月
）
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
内
）
に
掲
示
、

文
化
課
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
掲
載

参
加
費
無
料

申
し
込
み
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
要
項

に
添
付
の
申
込
響
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
１
月
喧
日
ま
で
に
指
定
の
方

法
で
申
し
込
み
（
文
化
課
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可
）

※
適
任
者
が
い
な
い
場
合
は
、
参
加

者
以
外
か
ら
直
接
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
公
開
で
行
い

ま
す
の
で
、
見
学
は
自
由
で
す
。

圖
教
育
委
員
会
文
化
課
垂
７
１
８

５
１
１
１
５
１

－
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第
１
回
我
孫
子
市
め
る
へ
ん
文
庫

に
は
、
全
国
の
小
・
中
学
生
か
ら
夢

い
っ
ぱ
い
の
童
話
や
エ
ッ
セ
イ
”
編

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
受
賞
作
品
が
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

１
席
「
セ
ミ
と
ユ
ン
ボ
」
井
上
悠

希
さ
ん
（
小
３
・
杉
並
区
）
・
・
・
恐
竜

の
心
を
持
っ
た
ユ
ン
ボ
（
パ
ワ
ー
シ

ョ
ベ
ル
）
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
下

で
岬
心
す
る
セ
ミ
を
助
け
る
、
心
温

ま
る
お
話
で
す
。

２
席
孟
か
ち
や
ん
に
な
っ
た
わ

た
し
」
川
島
こ
と
み
さ
ん
（
小
１
．

拍
市
）
：
・
妹
が
う
ら
や
ま
し
い
女
の

子
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
し
た
お

め
る
へ
ん
文
庫
の
受
賞
者
決
ま
る

来
年
１
月
柵
日
に
表
彰
式

年
末
に
増
加
す
る
不
法
投
棄

全
国
各
地
で
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
、
年
末
は
特
に
、
山
林
や

農
地
へ
の
不
法
投
棄
が
懸
念
き
れ
ま

す
○

市
で
は
、
日
中
と
夜
間
の
パ
ト
ロ

一
‐
１
口
８
且
卜
喝
Ｉ

潔 で 快 適 なまちI圭
肩

、
、
幻
″

ー

陰 一

不法投棄防止のための
P

を強化パトロール

話
で
す
。
「
夢
の
消
し
ゴ
ム
」
前
田

智
美
さ
ん
（
小
４
・
四
街
道
市
）
…

自
分
の
力
で
夢
を
目
指
す
こ
と
の
す

ぱ
ら
し
ぎ
を
描
い
た
お
話
で
す
。

「
こ
け
し
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
島
田
渚

さ
ん
（
中
１
・
松
戸
市
）
…
お
も
ち

ゃ
の
感
情
を
て
い
ね
い
に
描
い
た
お

話
で
す
。

３
席
「
扉
の
向
こ
う
は
・
・
・
」
岡
村

梨
那
さ
ん
（
小
４
・
柏
市
）
「
こ

じ
ろ
う
さ
ん
と
ケ
ヤ
キ
リ
ン
」
関
口

友
梨
さ
ん
（
小
５
・
印
西
市
）

「
ゆ
う
た
の
家
出
」
中
村
亜
耶
さ
ん

（
小
５
・
船
橋
市
）
「
電
気
製
品

夏
休
み
中
！
」
愛
甲
麻
友
さ
ん
（
小

６
・
千
葉
市
）
「
ダ
イ
ッ
キ
ラ
イ
。
」

－
ル
を
強
化
し
、
不
法
投
棄
や
ポ
イ

捨
て
防
止
に
努
め
ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

も
し
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場

合
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
ま
ち
の
環
境
を
、
清
潔

で
快
適
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
霊
７
１
８

７
１
，
０
０
１
５

▲後を絶たない不法投棄

古
谷
舞
さ
ん
（
中
２
・
茂
原
市
）

日
ｇ
『
己
琶
登
ｇ
昌
室
屋
奈
央
さ
ん

（
中
２
・
茂
原
市
）
「
ひ
ま
わ
り

い
る
の
た
か
ら
も
の
」
飯
田
香
苗
さ

ん
（
中
２
・
成
田
市
）
「
二
つ
の

心
を
つ
な
い
だ
妖
精
」
高
田
美
華
ざ

ん
（
中
３
・
我
孫
子
市
）
「
お
し

ゃ
べ
り
な
、
く
己
中
野
雄
介
さ
ん

（
中
３
・
兵
庫
県
西
宮
市
）
「
心

の
記
憶
」
兵
頭
恵
ざ
ん
（
中
３
・
千

葉
市
）表

彰
式
は
来
年
１
月
ｎ
日
（
土
）
に

公
開
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
受
賞
作

品
は
３
年
ご
と
に
本
に
な
り
ま
す
。

固
教
育
委
員
会
文
化
課
云
７
１
８

５
１
，
１
１
５
１

６
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
自
動
車

に
乗
る
際
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

着
用
さ
せ
る
こ
と
が
、
運
転
者
に
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
を
推
進
す
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
タ
イ
プ
は
乳
児
用
（
新
生
児

か
ら
６
カ
月
こ
ろ
ま
で
）
と
幼
児
用

（
６
カ
月
児
か
ら
４
歳
く
ら
い
）
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
か
ら
乳
幼
児
を
守
り
、

安
心
し
て
運
転
す
る
た
め
に
も
、
体

に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者

貸
出
期
間
乳
児
用
・
・
５
カ
月
以
内
、

幼
児
用
．
：
６
カ
月
以
内

貸
出
料
金
表
参
照

幼
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
Ⅱ
卜
を
貸
し
出

１
１
１
１

P申
し
込
み
必
要
事
項
を
明
記
し
た

申
請
書
（
交
通
整
備
課
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
に
用

意
）
と
保
護
者
蓮
転
者
）
の
免
許

証
の
コ
ピ
ー
を
、
利
用
を
希
望
す
る

月
の
前
月
の
１
日
か
ら
巧
日
（
閉
庁

日
の
場
合
は
翌
平
旦
ま
で
に
交
通

整
備
課
に
提
出

圏
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
通
称
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
運
営
委
員
会

▼チャイルドシート貸出料金

｢協働のまちづくり』に
し
て
鑿
す

あなたの力を
トセンター運営委員を募集サボー

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
沮
日
Ⅱ
咽
■
ｑ
ｌ
１
０
０
８
０
０
０
１
１
四
Ｍ
１
１
‐
Ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
０
Ｌ
７
Ｉ
Ｉ
ｌ
■
■
Ｉ

「
の
み
ま
せ
ん
し
め
ま
す
ベ
ル

ト
と
気
の
ゆ
る
み
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
哩
月

廻
日
か
ら
哩
月
訓
日
ま
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

の
市
民
選
出
委
舅
極
募
集
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
市

民
、
市
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
三
者

共
同
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
市
の
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、
福
祉
、
環
境
、

教
育
な
ど
の
市
民
活
動
や
市
民
事
業

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

運
営
委
員
会
は
、
市
民
（
部
会
代

表
４
人
、
公
募
２
人
、
市
（
市
長

任
命
４
人
）
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
会
長
任
命
３
人
）
で
構
成
さ
れ
、

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
た

め
の
意
思
決
定
機
関
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
、

あ
な
た
の
力
を
発
揮
し
ま
せ
ん
か
。

内
容
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
年
間

事
業
計
画
等
の
審
議
・
決
定
な
ど

対
象
我
孫
子
市
を
活
動
拠
点
と
し

て
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
方

ま
た
は
行
お
う
と
考
え
て
い
る
方

日まで冬の交通安全運動12剛0日から31

のあません

しめますベルトと

気のゆるあ

◎
重
点
目
標

＊
飲
酒
運
転
の
追
放

＊
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

＊
夕
暮
れ
ど
き
や
夜
間
の
事
故
防
止

圃
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

こ
の
時
期
は
、
道
路
の
混
雑
に
加

え
、
飲
酒
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加

し
ま
す
。
お
酒
を
飲
む
と
、
平
常
時

よ
り
も
認
知
や
判
断
の
ミ
ス
が
増
え
、

重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

県
内
で
の
死
亡
者
数
は
、
廻
月
１

日
現
在
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
４
位
の
３

４
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で

も
、
こ
れ
ま
で
に
３
人
の
方
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
高
齢
者
で
、

道
路
の
横
断
中
に
被
害
に
あ
っ
て
い

ま
す
。警

察
で
は
、
犠
牲
者
を
ひ
と
り
で

も
減
ら
す
た
め
、
交
通
取
り
締
ま
り

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
皆
ざ
ん
も
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

定
員
２
人

任
期
平
成
唖
年
３
月
末
日
ま
で

報
酬
無
報
酬
と
な
り
ま
す

選
考
方
法
論
文
審
査
と
自
己
Ｐ
Ｒ

に
よ
り
、
選
考
委
員
会
で
選
考

応
募
方
法
あ
な
た
の
市
民
活
動
支

援
に
関
す
る
思
い
を
「
社
会
貢
献
活

動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
公
益
活

動
ご
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
あ

び
こ
の
活
力
」
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
す
べ
て
用
い
て
８
０
０
字
か
ら

１
６
０
０
字
に
ま
と
め
、
住
所
、
賊

が
な名

、
生
年
月
日
、
性
別
、
聯
業
を
明

記
し
、
巧
年
１
月
畔
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
９
２
荏
所

省
略
可
）
市
役
所
市
民
活
動
支
援
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
共
同
運
営
に
つ
い
て
の
資
料
を
希

望
す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

画
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８

９

’

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
を
支

払
っ
て
い
る
中
小
企
業
者
の
方
へ
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
１
年
以

上
継
続
し
て
同
一
事
業
を
営
ん
で
い

る
②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

③
平
成
Ｂ
年
２
月
１
日
以
降
に
退
職

金
共
済
契
約
を
締
結
し
、
か
つ
岼
年

哩
月
ま
で
掛
金
を
支
払
っ
て
い
る

千葉県最低賃金，産業別最低賃金が改正
今回から「時間額」のみに

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛

雇
用
促
進
と
安
定
の
た
め
に

補 助 金 公 開
ヒ ア リ ン グ今回から「時 ｜

県内で働く労働者(パート、アル

バイトを含む）に適用される「千葉
県最低賃金（10月4日施行)」と，

特定の業種で働く労働者の｢産業別
最低賃金（12月25日から施行)」が
右表のとおり改正されました。

この最低賃金額には、通勤手当な

どの諸手当は含まれません。

なお、今回の改正から「時間額」

，のみとなり「日額｣は廃止されます。
圃千葉労働局賃金室恋043-221‐

2328,24時間テレホンサービス盆

043-221-4700

市では､補助金を適正･効果的に配分．

するため､公募制度を含めた新たな補助

制度を導入するとともに､市民と学識経

験者で構成する「補助金等検討委員会」

の提言を参考に交付決定を行っています。

決定に際し、提言書で｢交付すべきで

ない」と判定された補助金の公募団体に

対して､改めて直接自己PRや活動内容

をお聞きするヒアリングを、公開で実施

します。

日時1月10日(金)午前10時

場所市役所分館小会議室

間財政担当内線223

補
助
対
象
額
被
共
済
者
１
人
に
つ

き
中
小
企
業
者
が
支
払
っ
た
卿
年
１

月
か
ら
哩
月
分
ま
で
の
掛
金
の
合
計

額補
助
金
額
１
人
に
つ
き
補
助
対
象

額
の
５
分
の
１
で
１
万
２
０
０
０
円

を
限
度
（
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

※
申
請
方
法
等
は
該
当
す
る
企
業
へ

来
年
１
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

園
商
工
観
光
課
・
内
線
５
０
４

金
二詩鯨
助
金
を

交
召訓亭

’ L

－

期藺 区分

1カ月

2カ月

3カ月

4カ月

5カ月

6カ月

乳児用

2100円

2310円

2520円

2730円

2940円
－

幼児用

2520円

2730円

2940円

3150円

3360円

3570円

件名

千葉県最低賃 金

産
業
別
最
低
賃
金
１
１
１

調味料製造 業

鉄鋼業

一般機械器具製造業

騨繍繍璽
精密機械器具製造業

各種商品小売業

自動車(新車)小売業

最低賃金
(時間額）

677円

765円

792円

782円

779円

764円

747円

774円
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タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
詩
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
壷
７
１
８
５
１
１
１
１
１

で
か
け
て
醍
職
ン
夕
‐
垂
７
１
ｓ
ｌ

み
ま
せ
ん
か
Ⅲ
２
§

１
１
１
１
１
１

日
・
所
廻
月
墾
日
（
祝
）
ｎ
時
～
晒

時
、
分
、
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル
（
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
－
３
階
）

内
合
唱
（
第
四
小
学
校
）
、
落
語
、

津
軽
三
味
線
、
合
奏
、
踊
り
ほ
か

費
５
０
０
円
（
空
く
じ
な
し
の
福

引
き
付
き
）

※
血
圧
測
定
も
で
き
ま
す

問
我
孫
子
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
盆
７
１
８
５
１
５
１
１
７
（
月
・

水
・
金
曜
日
の
９
時
～
妬
時
に
限
る
）

日
。
所
廻
月
幻
日
（
土
）
Ｂ
時
知
分

～
晦
時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

出
ヴ
イ
ッ
セ
ル
（
ゴ
ス
ペ
ル
の
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
）
、
ヴ
ィ
ヴ
ア
・

マ
ン
ド
リ
ー
ノ
（
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）

（
白
山
・
１
歳
５
カ
月
）

蘂
祠
回
錘
末
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

麺
北
合
地
区
ク
リ
ユ
マ
ヱ
ョ
ー
巷
Ｉ
卜

ま
す
だ
あ
か
り

増
田
明
莉
ち
ゃ
ん

1

で
寸
七

惰
雛
あ
ゑ
凹
蝋
鵜
鰄
蕊
刑

日
：
白
時
、
所
§
場
所
、
内
…
内
容
、
種
…
種
目
、
出
：
・
出
席
者
。
出
演
者
な
ど
、
対
…
対
象
。
定
員
、
持
息
持
参
、
費
…
餐
用
謹
申

0

日
・
所
１
月
率
日
（
日
）
脚
時
～
唖

時
、
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル
（
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
－
３
階
）

た
つ
の

出
辰
磯
和
男
ざ
ん
（
元
朝
日
新
聞

社
「
天
声
人
霊
聖
執
筆
者
）
・

蜜
５
０
０
円
（
当
日
券
あ
り
）

申
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
也
月

幻
日
（
必
惹
ま
で
に
〒
２
７
０
１

１
１
１
４
新
木
野
４
の
わ
あ
２
森
川

敏
子
壷
皿
７
１
８
８
１
８
２
３
１

「
自
然
に
か
え
る

月
１
回
、
地
域
の
研
究
家
や
白
樺

派
ゆ
か
り
の
方
々
を
招
き
話
を
う
か

が
う
、
参
加
自
由
の
サ
ロ
ン
講
話
会

我
孫
子
登
山
燥
華
部
空
周
年
記
念
識
諏
会

ち
や 参

加
し
て

み
ま
せ
ん
か

面
白
白
樺
倶
楽
部

さ
い
と
う
だ
い
ち

齊
藤
大
治
ち
ゃ
ん

（
緑
。
１
歳
３
カ
月
）

q

仁
ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ

ノ
グ

跨
一
寺菖

哉
嗜
Ａ
ノ
バ

ー

〕
力
月
）皇 L一一

講
師
・
右
戸
孝
行
さ
ん
（
ス
ー
パ
ー

京
北
相
談
役
）

対
先
着
お
入

費
１
０
０
０
円

申
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
館
垂
７

１
６
９
１
８
４
６
８
Ｅ
メ
ー
ル
ヨ
さ

⑤
唾
三
国
冨
冨
・
馬
・
弓

海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
文
化

交
流
等
を
通
じ
て
国
際
性
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
大
学
生
・
社
会
人
対
象

日
程
・
派
遣
先
２
月
中
旬
～
３
月

中
旬
の
、
日
間
程
度
、
①
ア
メ
リ
カ

②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
③
イ
ギ
リ
ス

④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
⑤
カ
ン
ボ
ジ
ア

対
鱈
歳
か
ら
弛
歳
の
方
（
高
校
生

は
除
く
）
、
①
②
③
：
先
着
、
人
、

の
毒
）
・
・
先
着
喧
人

費
如
万
円
～
五
万
円

応
募
期
限
①
～
④
．
：
１
月
ｎ
日
、

⑤
．
：
１
月
焔
日

◎
中
学
生
・
高
校
生
対
象

日
程
・
派
遣
先
３
月
下
旬
～
４
月

上
旬
の
、
日
間
程
度
、
①
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
②
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

③
イ
ギ
リ
ス
④
カ
ナ
ダ
⑤
ア
メ

リ
カ

対
①
．
・
・
先
着
空
人
②
而
雪
、
．
・
・
先

着
塑
人
③
・
・
先
着
蒻
人

費
頚
万
円
～
窕
万
円

応
募
期
限
２
月
７
日

忘れずに納めましょう

海
外
派
遣

6

※納付を口座振替にすると、納め忘れ
もなく便利です｡ぜひご利用ください。

0

申
い
ず
れ
も
申
込
用
紙
を
爵
国
提
供
や
参
加
の
場
団
体
同
士
の
交
柏
募
集
案
内
所
壷
７
１
６
３
１
６
８
《
、

士
側
７

際
青
少
年
研
修
協
会
垂
⑱
１
３
３
５
流
や
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
す
。
８
４
へ
§一

調
士
小

９
１
８
４
２
１
に
睡
話
で
請
求
し
、
説
明
会
日
・
所
１
月
肥
旦
土
）
Ｂ

ｉ

ぼ
し
ゆ
ふ

必
要
事
頚
と
記
入
し
返
送
ｉ
ｖて

地
菫
葵
化
鬘
棄
臺
一
三
イ
ア
閏
箸
鬘
襄
亨
＆
餓
囎

日
哩
月
奉
旦
水
這
時
釦
分

環
境
美
化
推
進
員
謬
支
援
ホ
ー
ム
「
パ
レ
ッ
ト
」
所
水
道
局
４
階
会
鑿

進
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
内
重
度
の
心
身
障
害
者
の
介
護
．
５
１
１
１
５
１
国
水
道
水
や
床
下
の
点
検
と
偽
、

活
動
内
容
地
域
の
蕊
境
美
化
の
た
所
在
地
新
木
野
３
の
２
の
率
（
新
年
金
相
談
専
用
電
話
の
ご
利
用
を
一
浄
水
器
の
購
入
を
す
す
め
ら
れ
た

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
介
助
一
松
戸
社
会
保
険
事
務
所

ロ
リ
、
薬
剤
の
散
布
や
工
事
を
行
つ

妻
へ
の
莞
な
ど
※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ら
繩
壁
瀕
那
瀦
雛
蠅
原
椛
症
轤
睦
灘
灘
灘

め
の
自
主
的
奉
仕
活
動
や
各
種
啓
発
木
駅
下
車
徒
歩
５
分
）

募
集
人
数
、
人
佐
藤
垂
７
１
８
８
１
０
０
９
２
へ
年
金
相
談
専
用
電
話
を
開
設
し
ま
し
一
ま
す
。

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
放
送
大
学
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
”
◎
事
例
箱
談
者
釦
歳
女
挫

職
業
、
電
話
番
号
、
環
境
美
化
に
関
平
成
幅
年
度
１
学
期
学
生
相
談
電
話
番
号
垂
０
４
７
１
３
４
一
た
輔
蝦
鍋
瀦
繩
雛

す
る
意
見
を
明
記
し
、
返
月
奉
日
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
０
１
５
１
８
０
５
１
８
１

菫
臺
一
丁
２
７
１
＃
臺
臺
て
い
る
篝
制
の
穏
篝
・
時
Ｉ
廻
時
唱
苧
匠
脾
贈
隔
臆
．

２
１
中
峠
２
２
６
４
ク
リ
ー
ン
セ
ン
４
年
制
大
学
で
す
。
１
科
目
か
ら
学
嘔
時
（
月
～
金
曜
旦

夕
‐
壷
７
１
８
７
１
０
０
１
５
へ
郵
麓
灘
斯
蠕
灘
雛
灘
．
肚
簾
嘗
嬰
に
ご
協
力
を
一
繩
翻
鰄
灘
蠅
製
蕊

送
ま
た
は
持
参

市
屋
痘
動
フ
ェ
ア
、
あ
び
こ
２
０
０
３
全
科
履
修
生
は
魑
歳
以
上
、
選
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
科
・
科
目
履
修
生
は
義
務
教
育
を
修
め
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
く
だ
さ
い

３
月
８
日
・
９
日
に
ア
ビ
ス
タ
で
了
し
て
い
れ
ば
入
学
で
き
ま
す
。
に
、
毎
年
廻
月
別
日
現
在
で
工
業
銃
問
農
業
委
員
会
事
務
局
・
内
線
３

開
催
す
る
「
市
民
活
動
フ
ェ
ア
、
あ
募
集
学
生
①
全
科
履
修
生
（
大
学
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
玄
６
２

ぴ
こ
２
０
０
３
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
卒
業
を
め
ざ
す
学
生
②
選
科
履
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
琴
‐
だ
島
率
墨
蕊
製
日

で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
（
会
場
の
修
生
（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
す
べ
て
の
自
動
率
の
ア
イ
ド
リ
一
参
ス
ト
ッ
プ

運
営
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
・
ガ
イ
③
科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
す
る
問
総
務
課
・
内
線
２
２
９
＊
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
運
行
規
制

ド
ブ
ッ
ク
作
成
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
学
生

農
業
委
員
会
の
選
挙
人
名
簿
へ
の
千
葉
県
で
は
平
成
巧
年
、
月
１
日

ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
期
限
平
成
巧
年
２
月
墾
日
登
録
を
忘
れ
ず
に
か
ら
、
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
粒
子

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
、
教
育
委
資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
霊
０
毎
年
１
月
１
日
は
、
農
業
委
員
会
状
物
質
の
排
出
基
準
を
満
た
さ
な
い

員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
民
団
１
２
０
１
８
６
４
１
６
０
０

委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
の
基
準
日
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
（
乗
用
車
を
除

体
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
の
共
催
問
同
大
学
塞
犀
足
立
学
習
セ
ン
タ
す
。
該
当
す
る
方
に
は
登
載
の
申
請
く
）
の
運
行
を
禁
止
し
ま
す
。
運
行

で
行
わ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
－
垂
⑱
１
５
２
４
４
１
２
７
６
０
書
用
紙
を
哩
月
中
旬
に
配
布
し
ま
す
す
る
場
合
は
、
知
事
が
指
定
し
た
粒

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
来
年
子
状
物
質
減
少
装
置
の
装
着
が
必
要

鯛
澱
斑
靖
磐
痛
纈
自
衛
隊
生
徒

１
月
７
日
ま
で
に
農
家
組
合
長
に
提
に
な
り
ま
す
。

民
活
動
に
興
味
を
持
つ
方
へ
の
傭
報
応
募
資
格
平
成
巧
年
４
月
１
日
現
出
し
て
く
だ
き
い
・
た
だ
し
、
新
車
登
録
か
ら
７
年
間

匡痢届く態い

l

l

応
募
資
格
平
成
巧
年
４
月
１
日
現
出
し
て
く
だ
き
い
。
た
だ
し
、
新
車
登
録
か
ら
７
年
間

在
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
中
学
校
卒
対
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
は
規
制
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

業
筧
込
み
を
含
堂
の
満
”
歳
末
る
方
。
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
＊
環
境
に
や
さ
し
い
運
転
を

満
の
男
子
②
昭
和
禿
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
４
月
１
日
か
ら
、
自
動
車
の
運
転

受
付
期
限
平
成
巧
年
１
月
７
日
れ
た
③
１
０
０
０
㎡
以
上
の
農
地
者
に
駐
停
車
時
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

試
験
日
１
月
Ⅷ
旦
土
）
を
耕
作
し
て
い
る
、
ま
た
は
そ
の
同
ト
ッ
プ
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

※
試
験
内
容
等
、
詳
し
く
は
自
衛
隊
居
の
親
族
・
配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ま
た
、
自
動
車
を
犯
台
以
上
使
用

申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
で
す
）
、
間
：
問
い
合
わ
せ
、
主
：
・
主
催
。
共
催

エ
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

話
を
聞
く
と
「
近
所
は
全
部
浄
水
器

を
取
り
付
け
た
。
お
宅
に
も
取
り
付

け
た
い
」
と
言
わ
れ
、
断
っ
て
も
な

か
な
か
帰
ら
な
い
の
で
、
如
万
円
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
結
ん
で
し
ま
っ

た
の
だ
が
、
解
約
し
た
い
。

◎
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス

こ
の
事
例
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

期
間
（
８
旦
内
だ
っ
た
の
で
無
条

件
で
解
約
で
き
ま
し
た
。

普
段
、
家
に
い
る
高
齢
者
が
こ
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
が

ち
で
す
。
事
前
連
絡
な
し
に
「
点
検

す
る
」
と
言
う
業
者
は
、
ま
ず
疑
っ

て
か
か
り
、
公
共
機
関
や
消
賀
生
活

セ
ン
タ
ー
で
情
報
を
集
め
て
か
ら
判

断
し
て
く
だ
さ
い
。
ト
ラ
ブ
ル
に
あ

っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
消
謎
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
念
７
１
８

５
’
１
０
９
９
９

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

す
る
事
業
者
に
は
自
動
車
環
境
管
理

計
画
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
計
画
書
の
作
成
方
法
に
つ
い
て

は
、
１
月
か
ら
県
内
各
地
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
千
葉

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
今
冒
雪
雲
毒
．

冒
呉
・
○
三
づ
画
・
一
三
言
ロ
①
〆
．
ご
己
一
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
大
気
保
全
課
壷
０
４
３
１

２
２
３
１
３
８
１
０

申
請
書
の
販
売
平
成
巧
年
１
月
、

日
～
訓
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
、
市
役
所
管
財
課
で
１
部
１

０
０
０
円
（
消
費
税
を
含
む
）

申
請
方
法
郵
送
で
１
月
却
日
か
ら

２
月
畔
日
（
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子

郵
便
局
（
局
留
め
）
へ

問
管
財
課
垂
７
１
８
６
１
３
０
０

０．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申平
講成
= 1 s
の・

賑16

売鬘
睾競
論争

壽塞
付加
け寅

格

ロ

9

－

項 目

固定資産税，
■■■■■■■■■■■■

国民健康保険税第

介護保険料第7期

水道料金

|市計画獺3期
’

納期限
(ﾛ離訓

25(水）

25(水）

25（水）
－

25(水）

テレホンガイド
声の便 利帳
rEl-7185-500f

ファクスカ
ファクス侭

TEL7183-6000
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－

、

農
産
惣
暹
会
に
２
３
⑥
点
が
出
品
蕊
蕊
子
蜑
雲
上
ぁ
剛
川
日
閂
刷
川
同
れ

菜
）
東
葛
ふ
た
ぱ
農
業
協
同
組
合
第
巧
回
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
北
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
代
表
選
手

』
一
｝
一

家
庭
菜
園
の
野
菜
品
評
会
に
も
加
点
灘
禮
鞭
稽
郷
剰
兵
癖
賑
謹
鰈
騨
細
縮
蝕
暇
糀
嬢
離
蝿
臓
満

ｊ
ｒ
ｈ
、

点
の
中
か
ら
、
ｍ
品
目
が
特
別
賞
．
物
防
疫
協
会
会
長
賞
…
中
野
富
士
子
れ
、
柳
沢
善
次
さ
ん
（
つ
く
し
野
在
戦
で
は
、
柳
沢
さ
ん
の
ペ
ア
は
韓
国㈱

カ
ブ
）
県
知
亭
賞
：
古
川
鉄
夫
さ
ま
江
ざ
ん
（
里
芋
）
、
北
村
康
久
さ

自
慢
の
農
作
物
の
出
来
栄
え
を
競
ん
（
都
部
新
田
・
ト
マ
ト
）
東
葛
ん
（
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）
、
田
崎
英
雄

う
「
農
産
物
共
進
会
」
が
、
ｎ
月
晒
飾
支
庁
長
賞
．
・
白
暮
正
昭
さ
ん
（
久
さ
ん
（
白
菜
）
、
植
田
浩
ざ
ん
（
赤

日
、
農
業
ま
つ
り
宝
催
Ⅱ
我
孫
子
寺
家
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
之
哀
暴
食
ネ
王
、
三
浦
一
則
さ
ん
（
セ
レ
ベ
み
せ
て
い
ま
す
。

市
腿
業
青
壮
年
会
議
）
の
中
で
行
わ
糧
事
務
所
所
長
賞
…
中
野
栄
ざ
ん
ス
）
、
小
規
模
福
祉
作
業
所
「
風
」
ア
ー
》
ア
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
雫
叉
選
手
権
大
会
個
人
戦
で
優
勝

れ
ま
し
た
。
（
中
里
・
玄
米
）
屡
業
改
良
普
及
重
菫

野
菜
、
果
物
、
お
米
な
ど
２
３
６
セ
ン
タ
ー
所
長
賞
：
鈴
木
光
子
さ
ん
圏
農
政
課
・
内
線
５
１
３

柳
沢
さ
ん
ア
ジ
ア
も
制
す
る

…
↓
３

〆

’頑張ってます'NPO

本相続プﾗﾝﾅーズ協議会日
身近な家庭裁判所を目指して

▲鈴木重信代表理事
あ
び 日

本
相
続
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
協
議
会

が
、
ｍ
月
訓
日
に
市
内
８
番
目
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
千
葉
県
か
ら
認
証

さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
相
続
な
ど
の
資
産
に
関

す
る
問
題
で
苦
し
む
個
人
や
団
体
に

対
し
て
助
言
や
支
援
を
行
っ
こ
と
に

よ
り
地
域
を
守
り
、
公
益
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

査
産
は
現
実
に
生
活
が
営
ま
れ
る

「
生
き
た
文
化
」
の
基
盤
で
す
。
そ

の
資
産
に
関
す
る
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
に
よ
り
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し

が
で
き
、
地
域
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
と
同
会
で
は
考
蒸
各
種
の
無
料

相
談
窓
口
を
開
設
し
「
身
近
な
家
庭

裁
判
所
」
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
相
続
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
概
念
を
普
及
さ
せ
、
そ
の
業
務
に

従
事
で
き
る
人
材
の
育
成
も
行
い
ま

↓
」

あ

れ

~

す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
、
多
彩
な
分
野
の
専
門
家

（
大
学
教
授
、
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
税
理
士
、
不
動
産
鑑
定
士
な

ど
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。

一
方
、
地
域
に
根
ざ
す
伝
統
工

芸
な
ど
の
文
化
の
発
掘
・
保
存
・

継
承
や
、
農
業
も
含
め
た
自
然
環

境
の
保
全
・
保
護
活
動
も
地
域
を

守
る
た
め
に
は
必
要
と
考
え
、
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
同
会
で
は
「
相
続
プ
ラ

ン
ナ
ー
養
成
講
座
」
「
無
料
相
談

窓
口
設
運
の
説
明
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

固
日
本
相
続
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
協

議
会
・
鈴
木
壷
７
１
８
２
１
２
９

５
４
Ｅ
メ
ー
ル
．
旨
き
。
〒
壱
官
昌

函
蓉
一
・
○
○
コ
〕

ｎ
月
９
日
か
ら
ｎ
日
ま
で
、
高
知

県
で
開
催
き
れ
た
第
２
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
泉
在
住
の
藤

野
直
樹
さ
ん
が
印
、
走
で
銅
メ
ダ
ル

を
錘
得
し
ま
し
た
。

力
を
出
し
切
っ
て
得
た
銅
メ
ダ
ル

藤
野
直
樹
さ
ん
が
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
入
賞

’

一
卜
。

一

あ
び

一
』

あ
れ 藤

野
さ
ん
は
千
葉
市
内
の
養
護
学

校
で
学
ぶ
高
校
２
年
生
。
車
イ
ス
で

の
陸
上
競
技
は
昨
年
か
ら
始
め
ま
し

を
ひ

た
。
四
肢
麻
癖
に
よ
る
障
害
の
た
め
、

車
イ
ス
を
動
か
す
の
は
右
腕
の
力
だ

け
で
す
。

練
習
は
各
地
の
競
技
場
を
借
り
て

行
っ
て
い
ま
す
。
「
体
も
た
く
ま
し

く
な
っ
た
け
れ
ど
、
精
神
的
な
成
長

は
そ
れ
以
上
」
と
語
る
、
ご
両
親
。

最
初
の
こ
ろ
は
、
ほ
か
の
人
が
練
習

し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
に
、
な
か
な
か

入
っ
て
い
け
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

天
会
で
は
力
を
出
し
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
４
０
０
ｍ

な
ど
の
長
い
距
離
に
も
挑
戦
し
た
と

と
直
樹
ざ
ん
は
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

↓
』

れ

文芸だより－~－－一、一睡一Fノk

俳句一
」び↑

め
一 短歌 文芸だよりは皆さんがつくる'コーナーです。締め切

りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室 竹内旦選山本寛太選

－

１
１
Ｉ ■

１
１
１
１
１
１
１
旧
１
１
１
Ⅱ
１
１
１
１
１

も
や

散
る
柳
肪
へ
る
舟
に
二
三
片
川
上
進
也

た
ば
こ

火
を
つ
け
ぬ
煙
草
く
は
へ
て
そ
ぞ
ろ
寒
高
橋
喬

木
の
箱
に
小
銭
落
と
し
て
冬
菜
買
ふ
平
塚
利
雄

白
菜
の
四
半
分
漬
け
二
人
膳
中
野
武

か
じ
ふ
ほ
う

悴
か
み
て
計
報
の
メ
ー
ル
打
ち
直
す
渋
谷
多
佳
子

年
つ
ま
る
納
め
の
針
の
糸
を
切
り
壁
谷
千
鶴
子

一
』

シ
ク
ラ
メ
ン
娘
よ
り
届
き
て
薫
る
な
り
水
島
征
子

や
…

木
枯
や
赤
提
灯
の
ゆ
れ
て
を
り
下
田
繁
樹

か
な
た

落
葉
踏
む
小
暗
き
森
の
遊
歩
道
彼
方
樹
間
に
古
利
根

光
る

小
林
直
江

は
ろ
ぱ
ろ
と
鴨
渡
り
来
て
手
賀
沼
に
水
掻
く
足
の
速

さ
を
見
せ
ぬ
石
河
和
子

う
た
い
け
い
こ

若
き
日
に
励
み
し
謡
の
稽
声
本
百
冊
残
し
て
父
は
逝

き
け
り

青
木
正
子

歩
く
こ
と
堂
え
し
孫
は
ひ
た
ひ
髪
吹
き
分
け
ら
れ
つ

つ
寒
風
を
行
く

海
老
塚
恵
美
子

パ
ソ
コ
ン
を
買
ひ
て
は
じ
ま
る
四
苦
八
苦
五
十
の
手

習
ひ
楽
し
く
も
あ
り

下
田
繁
樹

車
混
ま
ぬ
上
総
を
ゆ
け
ば
コ
ン
ビ
ニ
の
彼
方
野
焼
き

の
煙
た
な
び
く

鈴
木
藤
枝

公
園
に
深
く
散
り
敷
く
落
ち
葉
踏
み
こ
こ
は
縄
の
地

第
二
の
故
郷

小
島
順
也

嘉
れ
た
る
菱
重
た
癖
騨
響
堂
涯

へ
た
へ
た
と
ゆ
く

津
村
阿
里

|〆
十
一
月
の
末
に
根
戸
新
田
の
淵
榊

合
し
や

社
を
訪
れ
る
と
、
ヒ
イ
ラ
ギ
が
白
い

花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

こ
ろ

花
は
晩
秋
に
咲
き
，
十
二
月
頃
ま

で
残
り
ま
す
。
ヒ
イ
ラ
ギ
に
は
鱸
の

木
と
鵬
の
木
が
あ
り
、
七
月
頃
、
雌

の
木
に
黒
く
熟
し
た
実
が
み
ら
れ
ま

す
。
ヒ
イ
ラ
ギ
塁
の
縁
鏡
締

状
と
な
り
、
葉
の
刺
が
皮
膚
に
さ
さ

る
と
ひ
り
ひ
り
痛
み
ま
す
。

‘，

_」

ヒイ‘ラ学

(もくせい科）

ひ
い
ら

こ
の
痛
み
、
つ
ま
り
「
瘤
ぐ
」
こ

と
か
ら
ヒ
イ
ラ
ギ
の
名
が
つ
い
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
ヒ
イ
ラ
ギ
の

葉
も
老
木
に
な
る
と
刺
が
な
く
な
り

ま
す
。
人
も
年
を
と
る
と
角
が
と
れ

て
円
満
に
な
り
ま
す
が
、
ヒ
イ
ラ
ギ

に
似
て
い
ま
す
。

節
分
の
日
に
な
る
と
、
ヒ
イ
ラ
ギ

ｆ

の
小
枝
に
鰯
の
頭
を
つ
け
て
門
口
に

さ
し
、
豆
を
ま
き
、
ヒ
イ
ラ
ギ
の
刺

と
鰯
の
難
い
で
鬼
を
追
い
払
う
と
い

、
伺
銅
増
が
今
で
も
み
ら
れ
ま
す
。

柊
と
い
う
字
は
木
へ
ん
に
冬
と
醤

き
ま
す
が
、
こ
れ
は
日
本
で
作
ら
れ
一

た
字
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

に
露
の
刺
葉
ゆ
す
り
歸
走
巻

匂
い
の
た
か
き
花
を
散
ら
す
も
」

今
井
邦
子

（
文
・
写
真
唯
恥
嗣
唯
随
Ｉ
』

Ｉ ｜
不
用
品
情
報

－

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

有
料
で
＊
プ
ッ
ト
マ
ッ
サ

ー
ジ
機
…
有
坂
公
７
１
８
８
１

０
３
０
１
＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
：
服
部
壷
７
１
８
９
１
１

５
２
９

無
料
で
＊
全
自
動
洗
耀
機

４
唾
：
成
田
透
７
１
３
９
‐
１
２

８
６
０
＊
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
レ

ン
ジ
蔀
市
ガ
ス
里
：
。
山
口

霊
７
１
８
３
１
１
９
７
８

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

無
料
で
＊
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

蝿
対
応
パ
ソ
コ
ン
…
我
孫
子
市

視
覚
障
害
肴
協
会
・
村
越
垂
７

１
８
２
１
６
２
０
２

申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

固
ふ
れ
あ
い
工
房
垂
７
１
８

６
１
５
５
０
０

I

人口迄世篭数(12月1日現在)e人口129,437人外国人872人心世帯数48,678世帯厩轤この広報紙は100%再生紙。大豆インクを使用しています


